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岡山市くらしやすい福祉のまちづくり設計支援委員の 

意見等について（報告） 

 

 下記施設整備事業について、令和２年９月２４日岡山市くらしやすい福祉のまちづく

り設計支援委員（以下「委員」という。）に意見を聴いた結果を報告します。 

 

記 

                      

事 業 名 

（整備概要） 
岡山城天守閣等大規模改修他工事（その１） 

委員からの意見 委員の意見に対する回答 

 

車椅子、ベビーカー、シルバーカー利用

者が本段に上がれるようにならないか。

子供たちが遠足、写生大会等の行事で後

楽園、城を訪れることも想定されるため、

地域に開かれた場所であってほしい。 

 

 

 

 

 

 

自転車置場は整備しないのか。 

 

 

点字ブロックは発祥の地岡山ならではの

黄色、舗装をグレーにできないか。グレ

ーの点字ブロックは夜間ライトアップの

際、見にくいのではないか。点字ブロッ

クの色といえば黄色が一般的である。土

 

エレベーターの検討も行ったが、文化庁

との協議の結果、エレベーターは岡山城

の遺構や景観への影響が大きく、今回の

改修での整備は難しいと判断した。た

だ、今後も協議を続けていきたいと考え

ている。階段を上るのが難しい方には、

要望に応じ、下の段に整備する事務所に

天守閣からの眺望等をご覧いただける

写真を用意し、職員等による案内も考え

ている。 

 

公園内車馬乗入禁止のため整備を予定

していない。 

 

史跡のため、景観に配慮するとともに、

弱視の方も見やすいよう土色の舗装と

のコントラストの関係から、現在、グレ

ーの点字ブロックを考えている。また、

夜間は園路照明も考えている。点字ブロ



色の舗装に黄色の点字ブロックでもよい

のではないか。 

 

過去、桃太郎大通りでグレーの舗装にグ

レーの点字ブロックを敷いたように、ブ

ロックの縁に色違いのラインを引くこと

はできないか。 

 

城に視覚障害者が１人で訪れるケースは

少なく、同伴者がいることが多いと思わ

れるので、園路の誘導ブロックはなくて

もよいのではないか。トイレの前等１人

で行動すると思われる箇所に絞って黄色

の注意喚起ブロックを設置すればよいの

ではないか。 

 

目安橋の点字ブロックは車椅子の転落防

止のため、舗装の真ん中に設置してほし

い。舗装の真ん中であれば車椅子の通行

に支障はないと思われるため。 

 

備前焼工房、事務所、トイレの園路だが、

図面で見ると途中何も無い通路とそれぞ

れの建物につながる通路に枝分かれして

おり分かりにくいので、それぞれに園路

を延ばしてほしい。 

 

触知サインは車椅子でも入れるような形

状に設置しておいてほしい。 

 

視覚障害者にとって手摺は命綱であり、

また不規則な階段のため握りやすい形状

のものにしてほしい。 

 

階段の蹴上げの板が奥まっており、踏面

の板で出っ張り、引っかかる恐れがある

ため、出っ張りを設けないようにできな

いか。 

 

階段にスロープは設置できないか。 

 

ックの色についていただいた意見につ

いては検討する。 

 

上記のブロックの色と併せて検討する。 

 

 

 

 

点字ブロックの設置箇所については検

討する。 

 

 

 

 

 

 

計画通り舗装の真ん中に設置を予定し

ている。 

 

 

 

検討する。 

 

 

 

 

 

形状については検討する。 

 

 

握りやすい形状にする。 

 

 

 

確認する。 

 

 

 

 

下の段から本段までの高低差を考える

と、安全な上り下りができる勾配を確保



 

 

 

 

トイレ１の特に多目的トイレの場所が外

から分かりにくいため、分かりやすくで

きないか。 

 

女子トイレの内開きの扉は中で人が倒れ

た際に介助、救助しにくいため、引き戸

か外開きの扉にすることはできないか。 

 

トイレ１、３の多目的トイレのドアは開

けた際、止まるようしてほしい。また、

ベビーシートが開いたままになっている

と車椅子の人は自分で持ち上げることが

出来ず、トイレが使えない。対応を検討

してほしい。 

 

トイレ３は砂利とトイレに２センチ程の

段差があるため、解消してほしい。 

 

多目的トイレまで点字ブロックが設置し

てある。男女トイレへも延ばしてほしい。 

 

 

 

非常ボタンの紐の高さはトイレ内で倒れ

ても手が届くように床上２０センチ以内

としてほしい。 

 

フィッティングボードを設置してほし

い。ベビーチェアーと一体となったもの

もある。 

 

オストメイトはお湯が出るようにしてほ

しい。 

 

ユニバーサルシートは設置するか。 

 

案内図の場所の近くにある障害者にも使

しようとするとスロープの総延長がか

なり長くなり、設置が不可能と判断し

た。 

 

道路側から見える壁の側面にサインを

設置する。 

 

 

検討する。 

 

 

 

対応方法を検討する。 

 

 

 

 

 

 

段差は解消する。 

 

 

多目的トイレの壁にトイレ全体のレイ

アウト触知図を設置する。２、３は点字

ブロックの延長を検討するが、１は駐車

場内になるため延長できない。 

 

２０センチ以内とする。 

 

 

 

設置を検討する。 

 

 

 

対応予定である。 

 

 

検討する。 

 

検討する。 



いやすいトイレを案内図に記しておいて

ほしい。 

 

城のパンフレットにトイレの位置も表示

したらよいと思う。 

 

トイレ１から目安橋までの市道上の点字

ブロックがクランクになっている。真っ

直ぐにできないか。 

 

 

 

 

検討する。 

 

 

市道上の点字ブロック整備所管課に意

見があった旨伝える。 

 

 


